

















第4節 小括 (以上 『山形大学紀要』〔社会科学〕第27巻第1号)




第4節 小括 (以上 『法政論叢』〔山形大学〕第8号)
第4章 教会による ｢教育の自由｣の熱望
～｢国家独占｣の解体と教育の国家化～ (
第 1節 7月王制期の初等教育政策における ｢自由｣の射程と意義




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(14)樋口陽一 ･近代国民国家の憲法構造 (東大出版会 ･1994年)105貢O








































(28)渡辺洋三 ･憲法と法社会学 (束大出版会 ･1974年)229貢｡
(29)水島朝穂 ｢戦後教育と憲法 ･意法学｣樋口霜 ･講座患法学別巻､171貢｡






























































(42)今村令子 ･教育は ｢国家｣を救えるか (東倍堂･1987年)366-367貫｡
(43)この点については､梶尾輝久･現代社会と教育 (岩波新書･1997年)174貫以下
を参照｡
(44)前掲 ｢シンポジウム｣12貢 (増尾輝久の発言)0
(完)
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